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西防犯協会では、特殊詐欺被害を防止するべく、『だまされ

ないぞH袋』や『特殊詐欺にご用心箸』を作成、配布時を活用

し、多様な詐欺手口を教示しているほか、怪しい電話はすぐに切断し警察へ通報

して頂くよう呼びかけていますЭ

西区内では、実際に特殊詐欺犯から電話があったご家庭や、被害に遭われた方

に対して、再被害の可能性を考慮し当協会で購入した『防犯通話録音機』を西警

察署員が無償で取付ける活動も実施しておりま丸

地道な活動ですが、特殊詐欺被害撲滅を目指して今後も継続していきたいと思

いますЭ

浪速防

`E協

会では、この度、3年ぶりとなる「浪速区安全・安心

まちづくり大会」を開催しました。

本大会は、警察、役所、防犯協会、社会福祉協議会等が協力して準備に当たります

が、3年前の大会を経験している職員が少なく、何度も協議を重ねて準備を進めて

行きました。

10月 11日は、株式会社クボタ大ホールをお借りし、盛大に大会を開催し、区民の

防犯意識の向上、安全・安心まちづくりへの意欲向上、そして何よりも、「公・官・民の

一体感」を生み出すことが出来ました。

今後も、「安全。安心まち浪速区Jの実現に向け、公官民一体となり、取り組んで参

りますЭ

豊中南防犯協議会は、警察と協力し、大阪音楽大学に特殊

詐欺被害防止啓発動画の作成を依頼し、完成動画を春の地域

安全運動期間中の4月 20日 からbuTubeで配信するなど、広い世代に特殊詐欺

被害防止を呼びかけました。

また、秋の全国地域安全運動期間中の10月 14日には、同大学オペラハウスに

おいて、防犯支部長や地域住民など約200名が参加して「豊中南市民大会」を開

催しました。

大会では、防犯功労者に対する表彰や、警察による防犯教室、音楽大学関係者

による演奏会などを実施し、市民の防

`E意

識を高めました。

門真市防犯協議会、門真特設防犯委員会、門真特別防オE

委員会では、門真警察署と連携しながら、工夫を凝らした防

犯活動を継続して行っており、創立45周年を迎えました。これまでに沢山の会

員が、大阪・全国防犯協会連合会の防犯功労者などの表彰を受賞していま丸

会員企業が持つデジタルサイネージでの広報や、店頭販売時に防犯委員会

で制作したレジ袋を活用する等、それぞれの強みを生かして、地域に密着した

啓発活動を行ってきました。市民の皆さんに「防犯」を身近に感じていただき、

「安全で安心なまち門真」のため、これからも活動していきま丸

瞼贔狡餃霰鰈  
防犯ボラン

[夏 骨』』2∫澪口_ル団体がありま丸 これは

大阪府下の市町村では最大の団体数 (政令市を除く)を誇り、100台以上の車両が登録さ

れています。このように和泉市内では日頃から活発な青色防犯パトロール活動を行ってい

るため、ボランティアの皆さんから「パトロール中の着眼点などが知りたい、こんな時はどう

しよう?Jというような意見を何度か聞くことがありました。そこで、和泉警察署や他の団体

と協力し、防犯活動を行ううえでの留意点や見守り活動、青色防犯パトロール活動のポイ

ント等をまとめた防犯ボランティアガイドを作成し、防犯ボランティア員の各自が携帯でき

るようストラップを付けて、4月 26日青色防犯パトロール団体の代表者に配布しました。

カギ締めて 荷物残さず からつぱに


